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今から27年前



30年前は右肩上がり

データアーカイブ（DA）を取り巻く環境

情報が失われる前に新
たな媒体へと繰り返し
移行する必要がある

個別DAは現在過渡期？

30年後の姿は？

過渡期をどのように乗り切るか？

いろいろな面で限界が
見え始めてきた？

技術 コスト 社会問題

クラウドサービス依存度の増大



・プロセッサー
（データセンター）

技術 30年前は「右肩上がり」 （理論）限界が見え始めた

集積化・高速化の限界 並列化、GPGPUなど

・ネットワーク

消費電力の限界

量子コンピュータ

唯一の解は「光量子コンピュータ」？

・ストレージ

5G で十分かもっと先まで必要か？

容量・速度が問題か？社会の問題で機能が十分発揮できない？

記録密度も大事だがそれよりも寿命？

社会問題

ゲーム依存症、AIと倫理、法律、人類の未来は？（無用者階級？）

「どんなデータでも残しておけば良い」では過渡期を乗り切れない？

コスト 情報が失われる前に新たな媒体へと繰り返し移行する必要がある

具体的問題



文化遺産の後世への継承

21世紀は悪夢の世紀だった。それまでの人類の歴史の多くが
記録された書籍が形を変えて保存されたが、その情報は22世
紀には通常の方法では読み取り不能となりはじめた。それに気
づいて復元に莫大な努力が払われたが、その多くは後世に引
き継がれなかった。新たな人類史の記録が始まったのは23世
紀初頭からである。

西暦2500年の歴史学者（もしいれば）の記述

天文データアーカイブも人類の文化遺産の一部

・過渡期を生き延びるには何をどのように保存するか？
（天文コミュニティ内の議論で良い）
・どのように理解してもらいリソースを確保するか？
（まずは天文コミュニティーだが他分野も広く含めた議論）

こうならないという保証はあるのだろうか？



どのように理解してもらいリソースを確保するか？

天文データアーカイブも人類の文化遺産の一部
他の分野にも理解を広めるには重要

・ビッグピクチャーを「語る」

・将来（30年後？）のイメージを描く
クラウドストレージに全面依存？？ 独自システム？
コストは？

・ロードマップを作る

どのくらいの予算をどのくらいの期間？

過渡期を乗り切る最低限の手当は必須

・データアーカイブからよい成果が挙がった具体例

データアーカイブがないとできない研究を示せるか

タイムスケール： >100年（従来） <100秒（time‐domain astronomy）
この中間に新しい世界はないか？



ビッグデータ（Big Data）は天文学から

Obama Initiative  2012/3/29
https://obamawhitehouse.archives.gov/the‐press‐
office/2015/11/19/release‐obama‐administration‐unveils‐big‐data‐
initiative‐announces‐200

Economist  2010/2/25
http://www.economist.com/node/15557443

どのように理解してもらいリソースを確保するか？



マイクロソフトの ‘Project Silica’
https://www.microsoft.com/en‐us/research/project/project‐silica/

https://news.microsoft.com/ja‐jp/2019/11/06/191106‐ignite‐project‐silica‐superman/

データセンターのコールドデータ用

フェムト秒レーザーによる記録



・2014年以降プロジェクトは中止？

日立でもやっていた

https://social‐innovation.hitachi/ja‐jp/case_studies/rd_silica_glass/

https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/672092.html



このイメージは、現在表示できません。

「夜来たる 」（Nightfall）

惑星ラガッシュ（Lagash）が公転する「太陽」は6個
の恒星からなる連星系。常にどれかの恒星が見え
ていて、夜が来ない。暗闇を知らないラガッシュの
人間は真っ暗闇が15分も続くと精神的に狂ってし
まう。

アイザックアシモフ (著), 美濃透 (翻訳)
(ハヤカワ文庫SF) 1986/11

皆既日食を予言したエイトン達は天文台でそれを撮影し、記録として2000年
後の人類に残そうとする。いよいよそのときになり、暗闇が訪れ空に何万もの
星が輝くのを見て、「我々は何も知らなかった」といって恐れおののき我を忘れ
る。遠くの町の方角に燃え上がる炎の明かりが見え、再び滅びの夜が来る。

ラガッシュでは約2000年ごとに少なくとも9回、文
明の滅んだ遺跡が見つかっている。天文学者のエ
イトン達はその原因を科学的に調査した。約2000
年に1度だけ、一つだけしか見えなくなっている「太
陽」が、空の色に溶け込んで見えない惑星に隠さ
れる皆既日食が起こり、夜が来る。そのとたんに
人々は狂って光を求め文明を焼き払う。

最低限なにを後世に残せれば良いか？



付録：今回のテーマとは直接の関係はありませんが、､､

日本天文学会
「天文学辞典」

・改善と最新データへの更新
・間違いや不備の訂正
・周辺への宣伝・広報

専門家の皆さんのご協力
を是非ともお願いします。

英語検索も可能

contact‐jiten@asj.or.jp

Google 「天文学辞典」でトップ





学校教育現場でもかなり使われている


